
【お知らせ】

避難計算演習半日セミナー（中級編）について

【ご紹介】民泊に関する防災計画評定の

取り扱いについて
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先日にもメールマガジン(臨時便)にて配信しましたとおり、

避難計算演習半日セミナー（中級編）を下記日程で開催致します。

今年度は、階段が2つ設置されている場合の階避難計算や

レストランでの居室避難計算など、昨年度よりも複雑なプランでの

事例演習を予定しております。奮ってのご参加をお待ちしております。
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◎定員：各回 十数名 （3回ともセミナー内容は同じです）

◎会場：(一財)日本建築総合試験所 建築確認評定センター

大阪市中央区内本町2-4-7 大阪U2ビル6F会議室

※ご希望の方は、東京事務所にてＴＶ中継でのセミナー参加が可能です。

◎申込：下記ＵＲＬよりお申込みください。
(https://hyotei.gbrc.cloud/seminar/gyomu/2019/)

昨今、インバウンドの増加により急速に需要を拡大している「民泊」。
その民泊について、建築基準法上の用途は共同住宅ですが、
当法人の防災計画評定委員会では、下記の理由により「民泊」を
ホテル等の宿泊施設に準じる特殊な施設と見なして、評定を行って
おります。

◎既に「共同住宅」として防災計画評定を取得済みの建築物の
「民泊」への変更を希望される場合

⇒上記のとおり、当法人では民泊への変更を行う場合は、
共同住宅の場合の防災指導と異なり、民泊特有の指導が必要で
あると判断しています。そのため「共同住宅⇒民泊」への変更を
行う場合には、防災計画評定の計画変更として取り扱うことと
しました。計画変更に必要な提出資料や手数料などの詳細な
情報につきましては、事務局までお問い合わせください。

①ホテルと同等の消防設備が設置されていること。
（消防法上は民泊はホテル等の宿泊施設に分類される。）

②多数の宿泊客、特に外国人客が多く宿泊する施設であること。

③夜間でも従業員が滞在している一般的なホテルと比べて、
火災時対応を行う管理人の滞在時間が短いこと。
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【内規紹介Vol.5】避難計算がＮＧである場合の取り扱い
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防災計画評定に関する、当法人の内規について解説する内規紹介シリーズ。 Vol.5では避難計算がＮＧとなった場合の取り扱いについ
てご説明します。

防災計画書作成時に必要となる避難計算は、許容避難時間が床面積に依存していることから、床面積が小さい小規模なプランの場合
はどうしても計算結果（特に廊下避難時間）がＮＧとなってしまう場合が見受けられます。そこで当法人の防災評定委員会では、原則とし
ては避難計算がＯＫとなるようにプランを再考して頂くことが必要ですが、下記の「中廊下型：条件①+②+③ or ①+②+④ 」もしくは、
「開放廊下型：条件①+③ or ①+④」を満たしている場合には、廊下・階避難計算がＮＧであっても問題がないと判断しております。

条件①： 連続したバルコニーを有していること。
条件②： 廊下に面する開口部が玄関扉のみであること（中廊下型の場合のみ）。
条件③： バルコニーにはしご車の架梯が可能であること。
条件④： バルコニーに700角(上下操作式)避難ハッチを設置していること。

【前提条件】：小規模※1な共同住宅※2の場合に限る

※1：超高層共同住宅などの大規模な共同住宅では、上記内規を適用しておりません。
※2：ホテルや物販などの共同住宅以外の用途では、上記内規を適用しておりません。
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【避難計算がＮＧであるが、防災上の問題が少ないプラン例】

隔板

【中廊下型の場合】 【開放廊下型の場合】

700角(上下操作式)避難
ハッチを通って、消防隊に
よるバルコニー側からの
救助活動が可能（条件④）

廊下EV

住戸 住戸 住戸

隔板バルコニーが連続しており、
隣戸に一時避難できる
(条件①)

廊下に面する開口部が玄関扉のみ
なので、廊下への漏煙量が少なく
なる（条件②）
※開放廊下型の場合は、廊下が十分に開

放されているため、開口部があっても可

700角700角700角700角

逃げ遅れたとしても

バルコニー側から、
はしご車による救助
活動が可能（条件③）



【お知らせ】メルマガＱ＆Ａコーナーの開設 【ご紹介】委員会スケジュールについて
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5月 6月 7月 8月 9月

防災計画評定委員会 31 28 24 28 30

今後の委員会日程は下記のとおりです。HPにも掲載しております。
（https://www.gbrc.or.jp/building_confirm/committee/）

発行者：一般財団法人 日本建築総合試験所
建築確認評定センター 性能評定課 避難・防災グループ
担当：中野、長野
TEL：06(6966)7600  FAX：06(6966)7680
E-mail：seinou4@gbrc.or.jp

(※2019/05/30現在)

5月 6月 7月 8月 9月

避難・耐火性能評価
委員会

31 28 26 30 27

【お知らせ】申請者等変更手続きについて

防災評定や性能評価の受付から、防災計画評定書・大臣認定書
取得までの間に、会社名、代表者名、所在地等に変更が生じた
場合は、変更届の提出が必要です。
変更が生じましたら早急に下記担当者までお知らせ下さい。 変更

この度、避難・防災メルマガに対しての質問をお受けする「メルマガ

Ｑ＆Ａ」コーナーを開設しました。このコーナーは、本メルマガに

関する質問を下記の質問フォーラムもしくは専用のメールアドレス

(seinou4@gbrc.or.jp)に送信して頂きますと、次号にて回答をお返し

する形式となっています。メルマガに関する質問等※がございました

らご活用ください。
※メルマガ以外に関する質問等については個別でのご返信となる場合がございます。ご了承ください。

GBRC

お客様

お客様

GBRC

【編集後記】
今年は10連休という超大型のＧＷでしたが皆様はいかがお過ごしされましたでしょうか。またＧＷ中の5月1日

には平成から令和へ元号も変更になりました。平成生まれである私は、今でもついつい日付を「平成」と書き
そうになることがあり、まだまだ平成離れができていないと反省しております。
さて、昨年度より引き続いて来月には避難計算演習半日セミナー（中級編）を開催致します。元号も変わりま

したが、セミナーの内容も昨年度より大きく変わっておりますので、奮ってのご参加をお待ちしております。

内規Vol.〇〇について、△△
のようなプランでも、適⽤
できるのか教えて欲しい。

次号のメルマガの回答
コーナーにて回答します。

⺠泊への変更を考えているが、
弊社のプランの場合、委員会
でどのような指摘が出るのか
教えて欲しい。

個別案件に関する内容の
ため、メルマガでの回答
ではなくメールでご返信
します。

【質問と回答の流れ】

メルマガに関する
質問をご記入ください。

防災もしくは避難ＨＰ下部
のこのボタンをクリック。


